第９回　伊方町誌編さん委員会
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事務局　　篠川俊一（総合政策課課長補佐）
畑中孝仁（総合政策課　係長）
中元真理（総合政策課　主事）


議事内容
１　開会あいさつ
　委員長あいさつ

２　議事（１）新伊方町誌の納期の延長について

（事務局）
契約の納期につきまして、令和7年度10月末でとしておりましたが、以前の編さん委員会でも意見がありましたように、執筆・校正に不測の日数が生じたため、2月末に延長としたいのですが、いかがでしょうか。審議をお願いします。

（委員長）
ただいま事務局の説明に対して、委員の皆様、2月ということでよろしいでしょうか。

（全会一致）

（委員長）
それでは全会一致ということで2月ということにさせていただきます。

２　議事（２）その他

（委員長）
編さんの内容について、事務局から説明お願いいたします。

（事務局）
　前回の編さん委員会の際に１編から3編をご確認いただき、内容について承認をいただいたところでございましたが、その際に、次回の編さん委員会の内容としましては4編以降の確認というところでご案内させていただいていたところですが、先ほど申し上げた通り、納期の延長というところと、今現在各担当課に再度確認依頼をかけて修正のほうが都度出ているところでございますので、最終的な4編以降の最終確認というところはまた次回以降の編さん委員会の方で、実施させていただいたらと思っております。そのため、もともと委員の皆様にご依頼をしていた4編以降の確認につきまして、今時点でご意見の方がある場合ですね、今日のこの時間をお借りして、お聞きさせていただいたらと思いますので、よろしくお願いします。

(委員) 
年表の「伊方町のあゆみ」のところですけれども、2005年4月の新伊方町発足、新伊方町庁舎開庁式のところが太字となっている以降は、太字が特にないように見受けられますので、事務局にご検討いただきたいんですけれども、ポジティブな話題で、町民の皆さんに関係のあるところ、特に強調したいところを、例えば太字に、選んでいただくことは可能でしょうか。
ちょっとこのままでは何を大切と考えているのかなっていうのがわかりにくいように思いますので、ご検討いただければと思います。

（委員長）
　この伊方町の歩みの部分で、太字が2005年の新伊方町庁舎開庁式のみということで、ございまして、何か町民にいい関係があるようなところがあれば、そこら辺も、そういった太字にしたら変な話ですけど、学校が閉校したとか保育園が閉所したっていうのは別に強調する必要はないと思うんですけれども。
カメラを置いて温泉ができたとか、復活スタートとか、そういうポジティブなことがあった事柄について、全部太字にしては意味がありませんので、複数選んでいただいて、見えやすいようにしていただくというのはいかがでしょうか。

（事務局）
町としましては、押し出したいところやPRしたいところと、先ほど言われたような内容の差をつけるのは、事務局としていいのかなと思います。事務局と各担当課の方とちょっとすり合わせをしまして、事務局案の方を1度お作りさせていただいたらと思いますので、また作成できましたら委員さんの皆様にご確認をいただくというような流れでよろしいでしょうか。

（委員長）
　そういった方向で、皆さんよろしいでしょうか。

（委員）
参考になるかならないかわからないですが、佐田岬半島ミュージアムの常設展の年表では、教育委員会のデータが多くあるのかもしれないですが、ピックアップしているのは、国際的に何があったとか、オリンピックの聖火が走ったとか、中村修司先生がノーベル賞を授与されたとか、小学生にタブレットが全部配られたとかの内容です。あと、亀ヶ池温泉が復興したとかその辺りの大きなトピックスと思われるところを作っていますので、何か強調したいところの参考にデータを突き合わせていただけたらと思います。

（委員）
未来へのメッセージについて、生徒さんに声を集めていただいて、すごく見やすいレイアウトにしていただいたと思います。一方、4ページ目がちょっと空いているというか、何もないんですがように思います。遊ぶ場所が欲しいとか、買い物がしたいとか、にぎわいの拠点が欲しいなどなど、切実な声が、多く上がっているように感じます。これは、今後の町政にも或いはおそらく参考になるのではないかなというのが多かったんですが、大人からのリプライていうのはないでしょうか。例えば町長さんなり、副町長さんなりに、これを読んだ感想を書いていただくっていうのはどうでしょうか。もし空きがあるのであれば高校生の意見を入れるとか、そういうことでもいいのかなとは思います。

（委員長）
納期を2月末までとしますので、一応その、もし仮に高校生の部分をふやすってなった場合岡田印刷さん対応自体は可能でしょうか。

（岡田印刷）
大丈夫です。

（委員）
どこの高校に依頼するのか、もしするとしたら、町内の三崎高校の3年生ですよね。ここが空いているのを生かす意味で何かを、というところからの発案だと思うので、高校生でもいいですけど、何かありますか。

（委員）
1つの意見ですが、時間がかかるようなことは多分もう難しいかもわからないですけど、ここに載せるぐらいだったとしたら、多いものを集約して、最後にイラストでそういったものを入れるというふうなことも考えられると思うんですけど、写真とかはどうですか。

（委員）
　もし、子供たちがいいのであれば、その下に写真を載せるっていうのもいいと私個人としては思います。或いは先ほど言われた感じで、町長からのメッセージをちょっと添えてもいいんじゃないですか。

（事務局）
事務局の判断だけでは難しいところもあるので、一旦事務局に持ち帰らせていただいて、今日いただいた意見を含めてですね、検討させていただいたらと思います。

（委員長）
イラストとか写真とか、町長のコメントとか、高校生のメッセージなどを増やそうなど、いろいろご意見出ましたけれども、事務局でまたお話いただいてまたご連絡させていただけたらと思います。その他含めまして、全体通して何でも構いませんので何かご意見ございましたらお願いいたします。
それでは、1度ここで事務局よりちょっと説明がございますので、説明をお願いいたします。

（事務局）
はい。以前の編さん委員会で議題に上がりました、編の扉や町誌の形態等について審議させていただきます。
装丁について布張りと紙張りとを提案いただいておりますが、岡田印刷さんから説明をお願いします。

（岡田印刷株式会社）
　紙張り式と布張り式はコスト的に大差はないです。貼り紙式のメリットとしたら、こういった形で、表紙にカラーの写真が掲載できるという形で、見た目は非常にカラフルで、今風の町誌に見えるんじゃないかとのことで提案しております。
布張りの箔押しも重厚な感じがしますので、従来通りでも対応は可能です。保存性につきましても、どちらも変わったものじゃないです。
どちらも醸成本当係ですので、送付するものはございませんので、製本の仕方で保存性というのはそう変わらないです。

（委員）
町誌が他の市町さんのと並んだときに、やっぱりちょっと従来通り型では、インパクトに欠けるかなという気がいたします。そもそも今回の新町誌の編さんにあたっては、やっぱり手に取っていただきやすいっていうコンセプトがあったかと記憶しています。そうするとやはり、重厚じゃない方がむしろいいのではないかと考えます。

（委員長）
ありがとうございました。
中川委員さんの方は紙張りの方をいいとの意見でございます。他の委員さんのお考えはいかがでしょうか。

（委員）
私も同感です。

（委員）
インパクトがやっぱり強いと思いますので。従来の方は、昔はあれでよかったかもわからんすけど、今向きいいますか、やっぱりそういう形にした方が、見てくれるのかなっていうようなって感じます。

（委員）
私も新しいその紙張りでいいのかなと思うんですが、参考までに、紙張りで出してる市町村誌の事例とかありますか。

（岡田印刷株式会社）
内子町さんの新の町誌はそうだったと思います。

（委員）
あれはソフトな感じですよね。他はどうですか。

（岡田印刷株式会社）
他は、布張りが多いです。

（委員）
じゃあ、目立つのは目立つかもしれませんけど、従来通りでもあっていいかなと思いました。

（委員）
今の色は青ですが、この色になるんでしょうか。

（岡田印刷株式会社）
　ご提案はこういった形にしていますけれども、ここの写真の選定もこれじゃなくて別の方がいいよっていう話であれば変えますし、全体の色味も、ご意見がございましたら、変更は可能です。表紙の加工ももちろん行います。マットPPという加工で、艶消しの加工をしますので、そこで跡がついたり、爪痕ではがれたりということはないです。

（委員）
　町誌といったら布製で、ずっと見ていたわけなんですけど、中身が「未来のメッセージ」とかいろいろ、こういうものを考えたときに、やっぱり今言った最新形のイメージが変わった表紙がいいのかなというふうに私は思います。

（委員）
　たまたまかもしれないですが、触った感じが布の方が後ろがちょっと浮く感じがしたので、パッと開いたとき、紙の方が何か大丈夫そうな感じがしました。

（委員長）
　では、全会一致ということで、装丁は紙張りとすることでご承認いただけますでしょうか。

（委員）
　例えば、この今青いデザインでデータをいただいているものが、仮案というか、1つの案ですよね。布ではなくてカラーとか写真を使うというものになるのであれば、例えばフォントであるとか、写真の大きさであるとか、についてはもうちょっと遊びというか、インパクトがあってもいいのではないか。
もちろん、町が発行するものですから、それなりの節度というのは必要だと思いますが、やはり手に取っていただく上では、パッケージっていうのは非常に重要ですので、特に私の方から何か代替案というのはないですけれどもちょっといかがでしょうか。

（委員）
　ある程度案があった方がいいですね。今の案の表紙と第1編の扉が一緒になっていますね。これが一番伊方町らしい写真ではあるのですが、候補また写真か何か写真にはなるかなと思いますけどまた、あったらいいかなと思います。

（事務局）
　今、共有させていただいております、各編の扉の写真についてですが、こちら事務局案になります。こちらについて、皆様のご意見をお聞きしたいのですが、いかがでしょうか。

（委員）
今事務局から写真集を多分見せていただいたわけでございますけれども、これ伊方町誌の表の紙張りにある写真としては、どれがいいかというのを今決めますかね。
何か気に入った写真があれば、言っていただいても構いますけれども、もしくはこういう写真がいいというのがあれば、それを提示していただけたらと思います。

（岡田印刷株式会社）
今現在の写真をお預かりさせていただいて、その中からちょっと弊社の方で、選んで、ちょっと数案作ってみます。それで1回見ていただいた方がわかりやすいかなと思います。

（委員長）
　岡田印刷さんの方でちょっと何点か来ていただけるということですのでそれでよろしいでしょうか。

（委員）
　表紙にくるような、伊方町全体を象徴するような写真ってなったら多分今の中では、空撮の写真が女子岬の夕焼けか、風車の写真かあたりぐらいかなと思いました。

（事務局）
　また、見返しについてですが、事務局としましては、今お手元にある写真と行政区が地区ごとにわかるイラストを考えています。その点に関しましては、現在ミュージアムに依頼中です。

（委員長）
　また、こちらに1編から8編までの扉の写真案がありますが、委員の皆様は、これらの写真でよろしいでしょうか。

（委員）
　見た感じ、3編、4編の写真がもっと現場に近いものがあったらいいなというのは思いました。他はそれでいいかなと思います。

（委員長）
　3編4編について、写真は別のものの方がいいんじゃないかというような、ご意見がございましたけども、いかがお考えですか。

（委員）
　同じ意見ですけどやっぱりその3.4編というのは何か、そのイメージと違うと思っていますので、第4編につきましては、子どもの意見がありますのでここに子どもたちの写真を載せるっていうのはいかがでしょうか。

（委員）
　5編の産業経済で柑橘の畑がありますけど、段々畑がよく見えるような写真がいいのかなという気はします。

（委員）
今の産業経済の写真の件ですけど、急峻な土地に段々畑が生かされていますので、段々畑にみかんが実っている写真なんかがいいんじゃないかと思います。

（委員）
第2編の行財政の写真、庁舎の写真ですけど、今工事していますが、外観は、これとそう大差ないです。時計を何かに変えるという話を前に聞いたのですが、印象が変わりませんか。

（事務局）
時計のところにサダンディーが入るという話は聞いております。

（副委員長）
　職員提案で出た案です。そういう風に今進んでいるんですか。

（事務局）
イラスト提供の依頼はありましたので、おそらく進んでいるのではないかと思います。

（副委員長）
それがこの工期中にできるかどうかというところですね。

（委員）
20年の歩みの表紙なので、こういう姿もあったということでありかもしれません。

（委員長）
編の写真ついて、ほかにご意見等ございませんか。

（事務局）
はい、事務局の方でまた写真を探しまして、暫定的にまた事務局案を作成し、そろいましたら、皆様に共有したいと考えております。

（委員長）
３、４、５、８編以外はよろしいでしょうか。
（
　他にご意見等、ございませんでしょうか。
　
（岡田印刷株式会社）
最初のグラビアのページについてご意見を伺いたいです。

（委員）
いろんな写真が載っていますけど、よくわからない。例えば、アジを、もうちょっと新鮮な写真にして欲しいです。全体的にもうちょっといい写真があるのではないかと思うので、これは変えて欲しいと思います。

（事務局）
また、改めて準備して、共有いたします。

（委員）
公共施設の写真ばっかりなので人の顔だったり、暮らしだったり、行事だったり、もうちょっと地域の参加者とかあったらいいのかなというのを思ったので、何かいい案があったらいいのかなと思います。それと、町章等がグラビアページの真ん中にあるので、ページの調整をお願いします。

（委員）
今の案は公共施設、建物ばっかりということで、やっぱりこのところには、こういう施設がふさわしくないんだろうと僕は思います。ここの部分については、各町のにぎやかな元気なイベント、まつりとか、そんなのが、人が入れば、もうちょっとやわらかい町誌になるのかなと思います。
建物の方は固く、冷たいような感じがしますんで、ここは変えたほうがいいのかなと思います。

（事務局）
ありがとうございます。事務局にて所有している写真の方を岡田印刷さんの方に共有しまして、そこから選定していただければと思います。

（岡田印刷株式会社）
言われたように祭りとかイベントとかそのあたりも入れたほうがいいかなとは思いますので。

（委員）
建物は結構各章に載っているので、内容にも使用している写真は省いてもいいのではないですか。

（委員長）
委員の皆さんも事務局がまた写真を提供しまして、また見ていただくようになろうかと思いますので、それでよろしいでしょうか。

（委員長）
ありがとうございます。中川先生何かございませんか。

（委員）
難しいかと思いますが、写真選定の上で、動きがあるような、人が写っていたらいいなあとは思います。今は建物とか風景とか、動きがないものが多いのですけれども、やっぱり例えば今後、未来に残す場合ふるさとの風景っていうのは、子供たちのメッセージを見ても、あれ、にぎやかな生き方であって欲しいとか、みんながニコニコしていて欲しいみたいなメッセージがあったかと思います。
住んでいる方の笑顔とか生業とか、そういったものこそが、残すべき、残したいものではないかと思いますので、またちょっとご検討いただければと思います。

（委員長）
ありがとうございます。その点はよろしくお願いをいたします。全体を通じてよろしいですか。
それではないようでございますので以上をもちまして、私の方の任は降ろさせていただきます。事務局の方に、お返しをいたします。

（事務局）
ありがとうございました。
次回の予定は、全編の修正箇所の内容確認としております。今回同様、まず初めに事務局の方である程度確認を行った後に皆様に見て頂くという流れを想定しておりますのでよろしくお願いいたします。今後とも、皆様のご意見お知恵をお借りしながら町誌編さんを行ってまいりますのでご協力をよろしくお願いいたします。次回の開催につきましては決まり次第ご連絡させて頂きます。お疲れ様でした。
